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（
日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
七
条

日
本
銀
行
国
庫
金
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
六
十
三
条

第
六
十
三
条

・

﹇
略
﹈

・

﹇
同
上
﹈

日
本
銀
行
は
、
第
一
項
第
七
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
に
規
定
す
る
帳
簿
を
、
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
銀
行
は
、
第
一
項
第
九
号
の
二
か
ら
第
十
七
号
ま
で
に
規
定
す
る
帳
簿
を
、
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
四
条

国
庫
金
総
括
帳
に
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
計
算
科
目
毎
に
口
座
を
設
け
、
国
庫
金
の
受
払
額
を

記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
四
条

国
庫
金
総
括
帳
に
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
計
算
科
目
毎
に
口
座
を
設
け
、
各
統
轄
店
か
ら
の
毎

日
の
報
告
額
（
た
だ
し
、
当
座
預
金
、
別
口
預
金
及
び
指
定
預
金
に
つ
い
て
は
本
店
に
お
け
る
受
払
額
）
に
よ

り
、
国
庫
金
の
受
払
額
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
五
条

別
口
預
金
内
訳
帳
及
び
指
定
預
金
内
訳
帳
に
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
口
座
を
設
け
、
各
預
金
の

受
払
額
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
五
条

別
口
預
金
内
訳
帳
及
び
指
定
預
金
内
訳
帳
に
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
口
座
を
設
け
、
本
店
に
お

け
る
毎
日
の
受
払
額
に
よ
り
、
各
預
金
の
受
払
額
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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